
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
�

　
　
　
　「
八
峰
町
消
防
操
法
大
会
」�火点めがけて放水！�

犯罪や非行を防止する運動を展開します�

思
い
や
り
の
花
を
咲
か
せ
よ
う�

　
　
　
「
人
権
の
花
」
を
植
え
ま
し
た�

花と一緒に思いやりの心も育ちますように�

　
６
月
19
日
、
平
成
28
年
度
八
峰
町
消
防
操

法
大
会
が
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
参
加
し

た
町
内
の
全
15
分
団
が
、
日
頃
の
操
法
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ
車

の
部
の
２
つ
の
部
で
行
わ
れ
、
各
分
団
は
前

方
に
あ
る
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
や
動

作
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。�

■
大
会
の
結
果�

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部�

　
優
　
勝
…
第
５
分
団
（
石
川
）�

　
準
優
勝
…
第
10
分
団
（
浜
田
・
本
館
）�

　
第
３
位
…
第
６
分
団
（
塙
・
大
信
田
）�

　
第
４
位
…
第
３
分
団
（
田
中
・
沼
田
）�

●
ポ
ン
プ
車
の
部�

　
優
　
勝
…
第
12
分
団
（
中
浜
）�

７
月
は
強
調
月
間
で
す�

　
　
　
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動�

　
７
月
１
日
、
第
66
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
推
進
委
員
会
の
会
員
が
来
庁
し
、

副
町
長
へ
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
は
「
あ
や
ま
ち
を
犯

し
た
人
が
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
中
で
適
切
な
仕
事
や
居
場
所
な
ど
の

生
活
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

地
域
の
支
え
が
重
要
」
と
い
う
も
の
で
す
。�

　
こ
の
運
動
は
、
「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
７
月
１
日
か
ら
１
カ

月
間
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
14
日
に

は
八
森
小
で
い
じ
め
に
関
す
る
授
業
を
、
18

日
に
は
ハ
タ
ハ
タ
館
前
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

広報はっぽう　2016.7月号�12広報はっぽう　2016.7月号�13

　
６
月
７
日
、
峰
浜
小
学
校
で
「
人
権
の
花
」

の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
「
人
権
の
花
」
は
、
法
務
省
が
提
唱
す
る

運
動
で
、
協
力
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
、
思
い
や
り
の
心
を
体
得
さ
せ
人
権

思
想
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
日
は
、
全
校
児
童
が
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
や
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア
の
苗
を
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
栽
し
ま
し
た
。
植
栽
に
あ
た
り
、

児
童
代
表
の
今
井
愛
さ
ん
が
「
協
力
し
合
い

な
が
ら
植
え
、
命
を
大
切
に
し
、
思
い
や
り

の
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
植
栽
に
は
人
権
擁
護
委
員
と
水
沢
・

カ
ッ
チ
キ
台
老
人
ク
ラ
ブ
も
駆
け
つ
け
、
児

童
た
ち
に
思
い
や
り
の
心
や
命
の
大
切
さ
を

伝
え
な
が
ら
、
一
緒
に
花
を
植
え
ま
し
た
。�

Vol.7

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます�

はっぽうの元気な企業�はっぽうの元気な企業�株式会社　松峰園�

自宅のような生活の提供を目指す玉山智之さん�

「心」まで支援できる�
施設を目指して�

　
「
施
設
を
利
用
す
る
方
の

心
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。」�

　
こ
う
話
す
の
は
、
株
式
会

社
松
峰
園
の
代
表
取
締
役
、

玉
山
智
之
さ
ん（
能
代
市
）。�

　
松
峰
園
は
、
平
成
17
年
７

月
に
峰
浜
水
沢
の
下
カ
ッ
チ

キ
台
に
開
所
し
た
、
認
知
症

老
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
、

18
名
が
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。
平
成
19
年
か
ら
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、

そ
れ
以
降
は
町
内
に
住
ん
で

い
る
方
の
み
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者

は
そ
れ
ぞ
れ
個
室
に
住
ん
で

お
り
、
共
同
ス
ペ
ー
ス
で
は
食
事

を
と
っ
た
り
、
趣
味
を
し
た
り
と

思
い
思
い
の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
こ
で
働
く
従
業
員
は
合
計
20

名
ほ
ど
で
、
半
数
以
上
が
町
内
在

住
者
。
20
代
か
ら
60
代
と
幅
広
い

年
齢
層
の
方
が
働
い
て
い
ま
す
。

日
景
崇
善
さ
ん
（
岩
館
２
）
は
松

峰
園
に
勤
め
て
１
年
４
カ
月
ほ
ど

で
、
利
用
者
の
風
呂
や
食
事
等
の

介
助
を
し
て
い
ま
す
。
「
利
用
者

の
生
活
の
手
助
け
を
し
て
、
自
宅

に
住
ん
で
い
る
雰
囲
気
で
過
ご
し

て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
玉
山
さ
ん
に
仕
事
に
対

す
る
思
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
介

護
は
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
大

事
。
認
知
症
と
な
っ
て
も
、
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
し

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
自
宅

の
よ
う
な
生
活
環
境
を
提
供
し
、

利
用
者
の
心
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
人

を
地
元
で
見
守
る
体
制
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
な
方
に
と

っ
て
、
誇
り
を
持
っ
て
で
き
る
仕

事
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
い

つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

�

・産業分類／認知症老人�

　グループホーム�

・主な仕事内容／風呂、食�

　事、トイレ等利用者介助�

株式会社　松峰園�

（峰浜水沢字下カッチキ台41-58）�

TEL 0185-70-3200

　ユニカ八峰は活動開始から７年目を迎えるユニカールのサークルで、現在

14名でわきあいあいと活動しています。�

　氷上のチェスと呼ばれるカーリングをカーペットの上でできるようにした一

年中できるスポーツで、狙った所へ滑らせる技術と高い戦略性が求められます。�

　毎週火・木曜日の２回、ファガスで９時30分から２時間練習しており、大

会で勝つこと、峰浜のチームに勝つことを目標に励んでいます。認知症予防や

ストレス解消にも効果があるので、興味のある方は一緒に運動しましょう！�


